
～ 地域（まち）に真剣（マジ）になる ～

このような“まち”を目指していくという、 “まち”を語る言葉『ブランドメッセージ』をつくり、その『ブラン
ドメッセージ』を多くの市民と共有することを目的にした新しいプロジェクトです。
富士市制施行50周年を迎える今だからこそ、その先に繋げるべく『富士市ブランドメッセージ』が
必要となります。

Vol.2

1. ブランドプロジェクトとは？（以下ブランドPJ)

2. 第２回ブランドプロジェクトワークショップ（オリジナルツアー）～DEEPな”魅力”巡り～開催

平成28年6月23日に第2回ブランドプロジェクトワークショップを開催しました。この日は、第1回
ワークショップで作成した、一般的な観光案内マップでは紹介されていない”DEEPな魅力”を実際に
巡りました。

1. 海抜０メートル 2. 富士塚
富士山の信仰や歴史の深さに驚き!! 出発:市役所

3. 斉藤了英(りょうえい)氏について
懐かしそうに語る陣野原
(じんのはら)氏

5. 自校式給食体験
富士中学校3年生の教室にて自校式
給食を体験♪栄養士に自校式給食の
魅力を教えていただきました。

4. 玉泉寺（ぎょくせんじ）
大昭和製紙創業者
「斉藤知一郎」氏の菩提寺
である玉泉寺を見学

6. 富士川緑地の付近
ウユニ塩湖発見か!?条件次第で
富士山が映りこむとか・・

商店街リノベーションの
オシャレな内装にうっとり♪

8. 旧東海道吉原宿の鯛屋旅館
吉原宿の成り立ちや
清水次郎長との繋がりに感心

7. 吉原の「今」と「昔」を学ぶ
約100年前の富士酸素株式会社
の木造工場倉庫

START

到着:市役所

GOAL
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ブランドPJについてご意見等がございましたら、お気軽にお寄せください

ブランドPJワーキングメンバーの紹介

ブランドPJワーキングメンバーのDEEPな魅力に迫ります!!

DEEPな”魅力巡りツアー行程表
1. 鈴川海岸（海抜0メートル地点） 【「富士山登山ルート3776 ｣を紹介】
2. 富士塚 【富士山信仰について】
3. 鈴川区公会堂（“まち”のキーマン に話を聞く：陣野原 力さん）
【大昭和製紙の隆盛と衰退、東海の暴れん坊『斉藤了英氏』について 】

4. 玉泉寺 （『斉藤知一郎氏』の菩提寺） 【大昭和製紙の創業者に迫る】
5. 富士中学校（昼食） 【中学生と一緒に自校給食を体験】
6. 富士川（富士川の「ウユニ塩湖」） 【本当に存在するのか！？】
7. 吉原商店街（案内役：勝亦優祐さん） 【商店街のリノベーション】
8. 鯛屋旅館 【吉原宿、清水次郎長について】

ツアーを通じてこれまで気づくことのできなかった魅力（ひと・もの・ところ・こと・かこ）を五感で体感する
ことで、いつも見ていた”まち”の姿が違うものに見えてくることを学びました。次回は、富士市が持つ魅
力を使い、そこに暮らす人が幸せになる物語作りを行います!!

メンバー 芦沢さん

名前
もりもと ゆきのぶ

盛本 幸信

職業 会社役員

生まれたところ 富士市伝法（上田端）

中学生の時に
好きだった芸能人

チェッカーズ

富士市のココが好き

海あり、山ありと自然に
囲まれていながら首都
圏へのアクセスが良いと
ころ。

名前
ふくもと ひろみ

福本 公美

職業
富士山観光交流
ビューロー

生まれたところ 沼津市

中学生の時に
好きだった芸能人

なし
(現実主義なので♡)

富士市のココが好き 暮らしやすさ

名前
かつまた ゆうすけ

勝亦 優祐

職業 建築家

生まれたところ 東京都江戸川区

中学生の時に
好きだった芸能人

長瀬 智也

富士市のココが好き 海と山が好き

みんながワクワクしながら、生活できるまちになったらいいなと思います。
プロジェクトに参加して、知ってる場所の知らないことをたくさん見つけようと思い
ます！

名前
やまなか えり

山中 絵理

職業 富士市広報広聴課

生まれたところ 富士宮市

中学生の時に
好きだった芸能人

嵐

富士市のココが好き 富士山と海があるところ

第２回ワークショップで、富士市の奥深さを体感しました。
共感してもらえるブランドメッセージを作れるよう、柔軟な思考で取り組んでい
きたいです。

今回の事業に関わらせていただけることになり、有り難い思いの反面責任の重
大さも感じています。ただ中途半端にこじつけたものを作りたくないので、富士
市の為、自分の為にも精一杯取り組みたいと思いますし、楽しみでもあります。
また、このプロジェクトを通してシティプロモーションとは何かを改めて学び、ビュー
ローとして何が出来るのかを考えていきます。

特に富士山を取り巻くエリアの他の自治体との明確な差別化を図り富士市と
して一貫性のある事業展開ができる基盤を作りたい！

このプロジェクトの目的である、多くの人に共感してもらえる「ブランドメッセージ」をつくるには、自分がこれまで経験してきた仕事
の常識を忘れ、このまちをよくしたいという気持ちを持って、自由に発想していく必要があると思います。
最後に何ができるのか、どう活用されていくのか楽しみです。

検討チームメンバーの真剣（マジ）なコメントコーナー


